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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】記番号が１つに確定しない場合であっても取扱
を可能とする取引処理装置、および取引処理システムを
提供する。
【解決手段】利用者から紙葉類の投入を受け付けて取引
を行う取引装置において、ホストコンピュータから、利
用者を識別するための利用者情報に対応付けられた、紙
葉類に関する過去の取引履歴情報を受信する通信部と、
予め定められた基準紙葉類識別情報に基づいて今回の取
引において取引装置に投入された紙葉類の識別情報を識
別し、紙葉類の識別情報が一意に識別できない場合には
、基準紙葉類識別情報との類似度に基づいて紙葉類の識
別情報の確からしさを判定し、判定した確からしさと紙
葉類識別情報とを対応付けたトレース情報を取得する識
別部と、過去の取引履歴情報に含まれるトレース情報と
識別部によって取得されたトレース情報との一致度を判
定することにより、今回の取引における紙葉類の識別情
報を識別する制御部と、を設ける。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホストコンピュータにネットワークを介して接続され、利用者から紙葉類の投入を受け
付けて所定の取引を行う取引装置であって、
　前記ホストコンピュータから、前記利用者を識別するための利用者情報に対応付けられ
た、前記紙葉類に関する過去の取引履歴情報を受信する通信部と、
　あらかじめ定められた紙葉類識別情報である基準紙葉類識別情報に基づいて今回の取引
において前記取引装置に投入された前記紙葉類の識別情報を識別し、前記紙葉類の識別情
報が一意に識別できない場合には、前記基準紙葉類識別情報との類似度に基づいて前記紙
葉類の識別情報の確からしさを判定し、判定した前記確からしさと前記紙葉類識別情報と
を対応付けたトレース情報を取得する識別部と、
　前記過去の取引履歴情報に含まれるトレース情報と前記識別部によって取得されたトレ
ース情報との一致度を判定することにより、今回の取引における前記紙葉類の識別情報を
識別する制御部と、
　を備えたことを特徴とする取引処理装置。
【請求項２】
　前記紙葉類の識別情報には、前記識別情報のほかに、前記紙葉類の所定の部位に記載さ
れた前記紙葉類を特定するための特定情報を含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の取引処理装置。
【請求項３】
　前記トレース情報には、前記紙葉類の所定のエリアに記載され、前記紙葉類に固有のセ
キュリティ情報であるスレッドの位置や位相、汚れの位置や面積、形状、画像情報を含む
、
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の取引処理装置。
【請求項４】
　前記識別部は、前記紙葉類の識別情報の確からしさを判定し、その候補が複数ある場合
には、類似度が最も高いもののみを前記トレース情報として取得する、
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の取引処理装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記過去の取引履歴に含まれるトレース情報と前記識別部によって取得
されたトレース情報との一致度が所定の条件を満たす場合に、今回の取引における紙葉類
の識別情報と過去の取引における識別情報とが同一の紙葉類であると判定する、
　ことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の取引処理装置。
【請求項６】
　前記通信部は、操作部から受け付けられた前記利用者情報、前記利用者情報と今回の取
引において識別された前記紙葉類の識別情報を含む今回の取引履歴とを前記ホストコンピ
ュータに送信して前記ホストコンピュータに記憶させる、
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の取引処理装置。
【請求項７】
　利用者から紙葉類の投入を受け付けて所定の取引を行う取引装置と、前記取引装置を管
理するホストコンピュータとがネットワークを介して接続された取引処理システムであっ
て、
　前記取引装置は、
　前記ホストコンピュータから、前記利用者を識別するための利用者情報に対応付けられ
た、前記紙葉類に関する過去の取引履歴情報を受信し、操作部から受け付けられた前記利
用者情報、または前記利用者情報と今回の取引において識別された前記紙葉類の識別情報
を含む今回の取引履歴とを前記ホストコンピュータに送信する通信部と、
　あらかじめ定められた紙葉類識別情報である基準紙葉類識別情報に基づいて今回の取引
において前記取引装置に投入された前記紙葉類の識別情報を識別し、前記紙葉類の識別情
報が一意に識別できない場合には、前記基準紙葉類識別情報との類似度に基づいて前記紙
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葉類の識別情報の確からしさを判定し、判定した前記確からしさと前記紙葉類識別情報と
を対応付けたトレース情報を取得する識別部と、
　前記過去の取引履歴情報に含まれるトレース情報と前記識別部によって取得されたトレ
ース情報との一致度を判定することにより、今回の取引における前記紙葉類の識別情報を
識別する制御部と、
　を備え、
　前記ホストコンピュータは、
　前記利用者情報ごとに前記過去の取引履歴を記憶する記憶部と、
　前記取引装置から前記利用者情報、前記利用者情報と前記今回の取引履歴とを受信し、
または前記取引装置に前記過去の取引履歴を送信するホスト通信部と、
　前記通信部が前記取引装置から前記利用者情報と前記今回の取引履歴を受信した場合に
、前記利用者情報に基づいて前記過去の取引履歴を前記今回の取引履歴に更新する履歴管
理部と、
　を備えたことを特徴とする取引処理システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、紙葉類を用いた入金取引または振込取引を行なう際に紙幣に係る情
報を取得し、紙葉類の画像イメージを読み取りする取引処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、紙幣等の有価証券の取引処理を、金融機関に設置された装置が自動的に行なうこ
とが出来るようになった反面、偽造紙幣等の疑似証券などを使用した装置の不正取引が増
加してきている。それらの対策として、単に有価証券の金額、証券の種類等の価値情報を
読み取るだけでなく、有価証券に記載された記号、番号等の有価証券独自の固有情報も前
記装置で読み取るように工夫されている。例えば、公知文献においても、紙幣の記番号、
或いは小切手、手形、商品券等に記載れた記号、番号や紙幣、或いは小切手、手形、商品
券等の情報を管理して利用する装置、システム、プログラムが提案されている（特許文献
１参照）。また、紙葉類の記番号、或いは記号や番号、紙葉類の情報を用いた紙葉類のト
レースを行なう技術が提案されている（特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開ＷＯ２０１０／０１６１４６号公報
【特許文献２】特開２００９－８７３８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した公知文献等に示された従来技術では、紙幣等の有価証券を取り入れて、該有価
証券に記載された文字、数字を装置が読み取る際、該有価証券が傾いて搬送されることか
ら生じる読み取りの傾きによるばらつきや媒体自身の汚れ等により、全部あるいは部分的
に読み取りが難しく、記番号が１つに確定しない場合があり、記番号情報は取り扱うこと
ができないという課題が生じる。
【０００５】
　本発明の目的は、記番号が１つに確定しない場合であっても取扱を可能とする取引処理
装置、および取引処理システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる取引処理装置は、ホス
トコンピュータにネットワークを介して接続され、利用者から紙葉類の投入を受け付けて
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所定の取引を行う取引装置であって、前記ホストコンピュータから、前記利用者を識別す
るための利用者情報に対応付けられた、前記紙葉類に関する過去の取引履歴情報を受信す
る通信部と、あらかじめ定められた紙葉類識別情報である基準紙葉類識別情報に基づいて
今回の取引において前記取引装置に投入された前記紙葉類の識別情報を識別し、前記紙葉
類の識別情報が一意に識別できない場合には、前記基準紙葉類識別情報との類似度に基づ
いて前記紙葉類の識別情報の確からしさを判定し、判定した前記確からしさと前記紙葉類
識別情報とを対応付けたトレース情報を取得する識別部と、前記過去の取引履歴情報に含
まれるトレース情報と前記識別部によって取得されたトレース情報との一致度を判定する
ことにより、今回の取引における前記紙葉類の識別情報を識別する制御部と、を備えたこ
とを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明にかかる取引処理システムは、利用者から紙葉類の投入を受け付けて所定
の取引を行う取引装置と、前記取引装置を管理するホストコンピュータとがネットワーク
を介して接続された取引処理システムであって、前記取引装置は、前記ホストコンピュー
タから、前記利用者を識別するための利用者情報に対応付けられた、前記紙葉類に関する
過去の取引履歴情報を受信し、操作部から受け付けられた前記利用者情報、または前記利
用者情報と今回の取引において識別された前記紙葉類の識別情報を含む今回の取引履歴と
を前記ホストコンピュータに送信する通信部と、あらかじめ定められた紙葉類識別情報で
ある基準紙葉類識別情報に基づいて今回の取引において前記取引装置に投入された前記紙
葉類の識別情報を識別し、前記紙葉類の識別情報が一意に識別できない場合には、前記基
準紙葉類識別情報との類似度に基づいて前記紙葉類の識別情報の確からしさを判定し、判
定した前記確からしさと前記紙葉類識別情報とを対応付けたトレース情報を取得する識別
部と、前記過去の取引履歴情報に含まれるトレース情報と前記識別部によって取得された
トレース情報との一致度を判定することにより、今回の取引における前記紙葉類の識別情
報を識別する制御部と、を備え、前記ホストコンピュータは、前記利用者情報ごとに前記
過去の取引履歴を記憶する記憶部と、前記取引装置から前記利用者情報、前記利用者情報
と前記今回の取引履歴とを受信し、または前記取引装置に前記過去の取引履歴を送信する
ホスト通信部と、前記通信部が前記取引装置から前記利用者情報と前記今回の取引履歴を
受信した場合に、前記利用者情報に基づいて前記過去の取引履歴を前記今回の取引履歴に
更新する履歴管理部と、を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、記番号が１つに確定しない場合であっても取扱を可能とする取引処理
装置、および取引処理システムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施形態としての取引システムを示す説明図である。
【図２】取引履歴ＤＢ２１０を示す説明図である。
【図３】紙幣の記番号が特定されないことを示す説明図である。
【図４】トレース情報を用いた取引システムのフローチャートを示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図１～図４を参照して本発明の一実施形態を説明する。本実施形態では、本発明
にかかる処理取引装置を、銀行システムなどの金融機関システムに採用される例えばＡＴ
Ｍ（Automated　Tellers　Machine）のような現金自動取引装置に適用した場合について
説明しているが、特にこれに限定されるものではない。
【００１１】
　まず、図１は、本実施の形態における取引システムの例を示す説明図である。取引シス
テムは、金融機関が管理する取引を実行するためのシステムである。図１に示すように、
取引システムは、自動取引装置の１種であるＡＴＭ１００と、ホストコンピュータ２００
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とを備え、ＡＴＭ１００とホストコンピュータ２００とは、ネットワークを介して通信可
能である。なお、図１では図示を省略したが、取引システムは複数のＡＴＭ１００を備え
ている。
【００１２】
　ＡＴＭ１００は、金融機関等に設置され、顧客の操作によって現金の入金や出金等の取
引を行う現金自動取引装置であり、通信部１０２を介してホストコンピュータ２００の通
信部２０４に接続されている。ＡＴＭ１００は、利用者の要求する種々の取引を自動的に
実行する装置であり、表示部１０８と、金銭取扱部１１０と、金銭識別部１１２と、カー
ド・通帳取扱部１１４と、操作部１１６と、記憶部１１８と、これら各部を制御する主制
御部１０４とを含んで構成されている。主制御部１０４は、主にＣＰＵ、メモリ等のハー
ド構成と、プログラム、データ等のソフト構成とから成り、各種処理、取引を制御する。
【００１３】
　ホストコンピュータ２００は、主制御部２０２と、通信部２０４と、口座情報データベ
ース（以下、単にＤＢと呼ぶ。）２０６と、取引実行部２０８と、取引履歴ＤＢ２１０と
、取引履歴管理部２１２とを含んで構成されている。通信部２０４は、ネットワークを介
してＡＴＭ１００との通信を実行する。口座情報ＤＢ２０６は、取引システムの利用者の
口座番号と口座残高とを含む口座情報を記憶する。取引実行部２０８は、ＡＴＭ１００か
ら送信される口座情報ＤＢ２０６の更新要求に応じて、口座情報ＤＢ２０６が記憶する口
座残高を更新することにより、入金取引を実行する。取引履歴ＤＢ２１０は、利用者の入
金取引履歴を記憶する。また、取引履歴管理部２１２は、取引履歴ＤＢ２１０の履歴を管
理しており、取引履歴ＤＢ２１０を更新する。主制御部２０２は、以上の各部を統括制御
する。
【００１４】
　ＡＴＭ１００は、通信部１０２と、主制御部１０４と、時刻管理部１０６と、表示部１
０８と、金銭取扱部１１０と、金銭識別部１１２と、カード・通帳取扱部１１４と、操作
部１１６と、記憶部１１８とを含んで構成されている。
【００１５】
　通信部１０２は、例えば、ＮＩＣ（Network　Interface　Card）等の通信機器から構成
され、ホストコンピュータ２００との通信を実行する。時刻管理部１０６は、例えば、タ
イマから構成され、現在日時を管理する。表示部１０８は、例えば、ＬＣＤ（Liquid　Cr
ystal　Display）等の表示装置を有したタッチパネルであり、取引の案内表示や利用者が
行っている一連の処理を画面上に表示させる。表示部１０８は、入金や出金、振込金額の
他に、利用者の氏名と連絡先を利用者情報として取得するものとしても良い。
【００１６】
　金銭取扱部１１０は、ＡＴＭ１００内での紙幣の搬送および紙幣の入出金を実行する。
金銭識別部１１２は、入金された紙幣の真偽を判別したり、記番号の文字や数字を認識し
たり、トレース情報との比較を行ったりする。トレース情報とは、紙幣の記番号の文字や
数字が１つに確定しない場合であっても、その候補として挙がる文字や数字の確からしさ
を示す情報であり、例えば、紙幣に関する複数の画像情報や数値情報（紙幣に印刷された
文字や数字の画素値など）を含む。
【００１７】
　カード・通帳取扱部１１４は、キャッシュカードや通帳に記されている口座番号を読み
取る。読み取った口座番号はホストコンピュータ２００に送信される。ホストコンピュー
タ２００の取引履歴管理部２１２は、口座番号とキーとして取引履歴ＤＢ２１０を検索し
、利用者情報を取得する。以下、利用者情報と口座番号と入金金額とを含む情報を取引情
報と呼ぶ。操作部１１６は、上述したように、利用者が入金や出金、振込、通帳記入の操
作で利用するボタンやタッチパネルである。記憶部１１８は、例えば、ＨＤＤ（Hard　di
sk　drive）であり、各種ファイルやプログラム、利用者情報と関連付けて取引結果やト
レース情報を記憶する。主制御部１０４は、以上の各部を統括制御する。
【００１８】
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　図２は、取引履歴ＤＢ２１０を示す説明図である。図２に示すように、取引履歴ＤＢ２
１０は、利用者毎に、氏名と、連絡先（住所、電話番号）と、金融機関番号と、口座番号
と、入金日と、入金取引回数と、入金時刻と、ＡＴＭ番号と、取引結果と、トレース情報
によって認識された記番号とを対応付けて記憶している。
【００１９】
　利用者の氏名と利用者の連絡先とを対応付けた情報は、本発明にかかる利用者情報に相
当する。金融機関番号は、利用者が口座を開設している金融機関固有の番号である。口座
番号は、利用者の口座番号である。金融機関番号と口座番号とは対応付けて記憶され、利
用者が複数口座開設すると複数登録される。
【００２０】
　入金日は、口座番号の口座における入金取引が実行された日である。入金時刻は、入金
取引が実行された時刻である。ＡＴＭ番号は、入金取引を実行するために、利用者が使用
したＡＴＭ１００の番号である。なお、ＡＴＭ番号はＡＴＭ１００に固有の番号である。
入金時刻とＡＴＭ番号とは、入金日に複数回入金取引が実行されると複数登録される。入
金取引回数は、入金日に利用者が入金取引を行なった回数を示す。入金日と、入金時刻と
、ＡＴＭ番号と、入金取引回数とを併せて取引履歴と呼ぶ。取引履歴ＤＢ２１０は、１週
間や１ケ月など任意の期間の取引履歴を記憶する。
【００２１】
　なお、取引履歴には、入金された金銭の金種や、枚数や、リジェクト率や、金銭の識別
結果や紙幣の部分的な画像情報を含むものとしても良い。リジェクト率とは、金銭に切れ
や折れなどの不備があるため、金銭をＡＴＭ１００の金庫に入金せず利用者に返却した割
合を示す。金銭の識別結果とは、入金された金銭が本物の金銭であるか偽券であるかを示
す情報である。
【００２２】
　図３は、紙幣の記番号が特定されない場合の例を示す説明図である。図３に示すように
、紙幣の左上部には、記番号として「ＡＤ０１２３４５」が記載され、金銭識別部１１２
は、記番号を構成する個々の値を識別するが、このとき、２番目の文字が、「Ｄ」または
「Ｏ」が候補に挙がっているが、汚れ、掠れ、あるいは削れ等により、いずれであるかを
特定することが出来ないことを示している。
【００２３】
　このような場合、金銭識別部１１２は、その値が「Ｄ」または「Ｏ」である可能性の確
率（類似度）をトレース情報として記憶させる。例えば、図３に示した例では、金銭識別
部１１２は、記憶部１１８に、その値の候補「Ｄ」と、その値が「Ｄ」である確率「４０
％」とを対応付けて記憶し、その値の候補「Ｏ」と、その値が「Ｏ」である確率「６０％
」とを対応付けて記憶する。このように記憶された「Ｄ」または「Ｏ」である可能性の確
率は、この紙幣を一意に特定するための情報の一つになる。また、図３では１文字が特定
できない場合としているが、複数の文字が特定できない場合でも良いし、文字だけでなく
、数字部分が一つあるいは複数特定できない場合でも良い。さらに、図３では、候補の文
字が２つとしているが、さらに多くの複数の候補がある場合でも同様である。なお、この
ようなトレース情報のもととなる候補の文字や数字を挙げる方法については、例えば、印
字された文字や数字と、あらかじめメモリ等に記憶されている基準となる文字や数字等と
の一致度により判定する方法など、従来から知られている様々な手法を用いることが出来
る。
【００２４】
　図４は、トレース情報を用いた取引システムのフローチャートを示す説明図である。図
４では、右側に示した部分のフローチャートがホストコンピュータ２００が行う処理であ
り、左側に示した部分のフローチャートがＡＴＭ１００が行う処理を示している。
【００２５】
　図４に示すように、利用者が、入金取引時、通帳またはキャッシュカードを、ＡＴＭ１
００のカード・通帳取扱部１１４に挿入すると、ＡＴＭ１００のカード・通帳取扱部１１
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４は、通帳またはキャッシュカードの口座番号を読み取り、通信部１０２が、その口座番
号をホストコンピュータ２００に情報を送信する（ステップＳ１０）。
【００２６】
　そして、ホストコンピュータ２００の取引履歴管理部２１２は、受信した口座番号をキ
ーとして取引履歴ＤＢ２１０を検索し、その口座番号を含む利用者情報を取得し、該利用
者情報と、該利用者情報に関連付けられた取引履歴とを、ＡＴＭ１００に送信する（ステ
ップＳ１２０）。
【００２７】
　その後、ＡＴＭ１００の主制御部１０４は、操作部１０６を介して利用者に金銭の入金
を促し、金銭識別部１１２は、入金された金銭を識別・計数し、金銭取扱部１１０は、識
別・計数された金銭を搬送する。そして、主制御部１０４は、表示部１０８に表示された
入金金額を取得する。以下、これらの処理を入金処理と呼ぶ。ＡＴＭ１００の金銭識別部
１１２は、入金された紙幣１枚１枚について、予め定められたエリアから固有のセキュリ
ティ情報を自動的に取得する（ステップＳ２０）。なお、固有のセキュリティ情報とは、
例えば、スレッドの位置や位相、汚れの位置や面積、形状等、あるいは画像情報である。
【００２８】
　そして、ＡＴＭ１００の金銭識別部１１２は、入金された紙幣１枚１枚について、上述
した手法によって記番号の文字認識を行い（ステップＳ３０）、その結果、全ての記番号
が１つに確定したか否かを判定する（ステップＳ４０）。そして、全ての記番号が１つに
確定したと判定した場合（ステップＳ４０；Ｙｅｓ）、１つに確定した記番号をトレース
情報として記憶部１１８に記憶させる（ステップＳ５０）。
【００２９】
　一方、金銭識別部１１２は、全ての記番号が１つに確定しないと判定した場合（ステッ
プＳ４０；Ｎｏ）、１つに確定はしないが候補として挙がるそれぞれの文字や数字の値と
、その値の認識確率とを対応付けて、トレース情報として記憶部１１８に記憶させる（ス
テップＳ６０）。
【００３０】
　そして、主制御部１０４は、ステップＳ５０またはステップＳ６０で得られ記憶部１１
８に記憶しているトレース情報と、そのトレース情報によって認識される記番号とステッ
プＳ２０で取得された入金金額（取引結果）やセキュリティ情報、入金処理時の取引履歴
を取得し、ステップＳ１２０で受信した利用者情報とともに、通信部１０２を介してホス
トコンピュータ２００に送信させる（ステップＳ７０）。その後、ホストコンピュータ２
００の取引履歴管理部２１２は、ステップＳ１３０において、ＡＴＭ１００から受信した
利用者情報および取引情報に含まれる口座番号をキーとして、ＡＴＭ１００から受信した
取引履歴を更新（追加）する。このように更新された取引履歴は、累積して図２に示した
取引履歴ＤＢ２１０に記憶されることとなる。
【００３１】
　その後、主制御部１０４は、紙幣を追跡するため、ステップＳ１２０において受信した
ホストコンピュータ２００の取引履歴ＤＢ２１０に記憶された取引履歴に含まれる過去の
トレース情報と、ステップＳ６０またはＳ５０で取得して記憶部１１８に記憶された今回
の取引によるトレース情報との比較を金銭識別部１１２に行わせるか否かを判定し（ステ
ップＳ８０）、トレース情報の比較を行わせると判定した場合（ステップＳ８０；Ｙｅｓ
）、ステップＳ９０へと進む。
【００３２】
　一方、主制御部４０は、トレース情報の比較を行わせないと判定した場合（ステップＳ
８０；Ｎｏ）、そのまま処理を終了させる。なお、トレース情報の比較を行わせるか否か
を判断基準は、例えば、ステップＳ４０において、文字や数字を１つに確定できない場合
には必ずトレース情報を比較させてもよいし、そのような文字や数字が所定の数以上ある
場合にトレース情報を比較させてもよい。
【００３３】
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　金銭識別部１１２は、ステップＳ１２０において受信した過去のトレース情報と、今回
の取引で得られたトレース情報とを、同じ文字や数字ごとに比較して、一致度が一定値（
例えば、あらかじめメモリ等に記憶された閾値）を満たしているか否かを判定し、一致度
がその一定値以上であるもののうち、高い数値となっているトレース情報を検出する（ス
テップ９０）。このとき、高い数値となっているトレース情報が複数存在する場合には、
例えば、最も高い数値となっているトレース情報を検出する。なお、このとき、トレース
情報とともに、固有のセキュリティ情報を比較して両者の一致度を合わせて判定すること
も可能である。このように、固有のセキュリティ情報とトレース情報とによって両者の一
致度を判定することによって、より精度よく判定することが可能となる。
【００３４】
　そして、主制御部４０は、ステップＳ９０で検出された過去のトレース情報に対応する
取引履歴、利用者情報および口座番号と、今回の取引で取得されたトレース情報に対応す
る取引履歴、利用者情報および口座番号とを比較し、過去に取引を行った利用者を特定す
る（ステップＳ１００）。例えば、この比較によって利用者情報や口座番号が異なる場合
には、過去の取引または今回の取引における操作者が本人ではないことが判明する。
【００３５】
　その後、主制御部４０は、特定した利用者情報および口座番号と、今回検出されたトレ
ース情報によって認識される記番号とをＡＴＭ１００の通信部１０２からホストコンピュ
ータ２００へ送信し（ステップＳ１１０）、ホストコンピュータ２００は、通信部２０４
を介してこれらの情報を受信し、取引履歴管理部２１２は、受信した利用者情報および口
座番号に対応する取引履歴を取引履歴ＤＢ２１０の中から特定し、特定した取引履歴を更
新する（ステップ１３０）。このステップＳ１３０の処理が終了すると、図４に示した全
ての処理が終了する。
【００３６】
　このように、本実施の形態におけるＡＴＭ１００では、紙幣の記番号の文字や数字が１
つに確定しない場合でも、候補として挙がる文字や数字の確からしさの情報をトレース情
報として記憶し、記憶したトレース情報、およびそのトレース情報に対応する利用者情報
と、過去に記憶したトレース情報および利用者情報とに基づいて、トレース情報として残
した紙幣を使用した犯人（例えば、紙幣に固有のセキュリティ情報から偽造券を製造した
人物）を特定することが可能になる。また、顧客による出金トラブル（例えば、顧客が受
け取った紙幣の金額が合っていない場合に、再度取引を行い、その取引の際のトレース情
報と、金額が会わなかった取引の際のトレース情報とを照合することで、そのときの出金
が正しいかどうかを判断する）への対処を円滑に進めることが可能になる。また、取引を
行った際に利用者の取引情報に合わせて、トレース情報を自動的に記憶部に記憶させるこ
とが可能である。さらに、トレースしたい紙幣を取引した際には、記憶部に格納されたト
レース情報と当該取引した紙幣のトレース情報とを識別部により比較した結果から、利用
者の特定が可能になる。
【００３７】
　さらに、前記記載のトレース情報では、記番号の文字や数字が１つに確定しない場合で
も候補として挙がる文字や数字の確からしさを数値化し、その情報を扱うので、搬送され
るときの傾き等によるばらつきや媒体自身の汚れ等により全部あるいは部分的に読み取り
が難しい場合でも、そのとき候補として挙がる文字や数字の確からしさを、その紙幣のト
レース情報の一つとして扱うことが出来る。さらに、紙幣に関する複数の数値情報を組み
合わせて扱うので、トレース情報が増え、追跡したい紙幣の特定が精度良く行うことが出
来る。
【００３８】
　なお、上記実施例では、記番号の候補として挙がる文字や数字の確率をトレース情報と
しているが、あくまでも実施例として記述しているものであり、紙幣に関するあらゆるセ
キュリティ情報や部分的な画像情報と組み合わせて扱っても良い。また、上記実施例では
取引履歴をホストコンピュータ２００が記憶することとしているが、ＡＴＭ１００の記憶
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【００３９】
　また、上記実施例では、入金取引について説明したが、入金取引に限らず振込取引など
、紙幣を取り扱う種々の処理についても適用可能である。さらに、上記実施例では、自動
取引装置としてＡＴＭ１００について説明したが、これに限らず、現金自動支払機（Ｃａ
ｓｈ　Ｄｉｓｐｅｎｓｅｒ）や定期券などの券類を発券する発券装置であっても良い。
【００４０】
　以上、発明を実施するための形態に基づき本発明に係る取引システム、自動取引装置、
取引方法および取引システムや自動取引装置の機能を実現させるためのプログラムを説明
してきたが、上記した発明の実施の形態は、本発明の理解を容易にするためのものであり
、本発明を限定するものではない。本発明は、その趣旨並びに特許請求の範囲を逸脱する
ことなく、変更、改良され得ると共に、本発明にはその等価物が含まれることはもちろん
である。
【符号の説明】
【００４１】
１００…現金自動取引装置（ＡＴＭ）
１０２…通信部
１０４…主制御部
１０６…時刻管理部
１０８…表示部
１１０…金銭取扱部
１１２…金銭識別部
１１４…カード・通帳取扱部
１１６…操作部
１１８…記憶部
２００…ホストコンピュータ
２０２…主制御部
２０４…通信部
２０６…口座情報ＤＢ
２０８…取引実行部
２１０…取引履歴ＤＢ
２１２…取引履歴管理部。
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